
平成２３年度第１回 岡山県男女共同参画審議会 次第

日時：平成２３年８月３日（水）

１３：３０～１５：３０

場所：ピュアリティまきび 橘の間

１ 開 会

２ 議 事

（１）平成２３年度男女共同参画関係事業

（２）新おかやまウィズプランの数値目標進捗状況（速報値）

（３）その他

・第３次おかやま夢づくりプラン(仮称)骨子

３ 閉 会
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平成２３年度男女共同参画関係事業

第３次おかやま 総合企画・推進 拠点施設事業
ウィズプラン （男女共同参画青少年課） （ウィズセンター）

男女共同参画社会の実現をめ 男女共同参画に関する理解を
ざして、平成23年3月に策定した 深め、実践していく活動拠点施
第３次おかやまウィズプランに 設として、魅力ある事業を行う
基づく各種施策を推進する。 とともに、県民の取り組みをサ

ポートする。
また、ＤＶ防止法に基づく配

偶者暴力相談支援センターとし
てＤＶに関する様々な相談に応
じる。

基本目標Ⅰ
○推進月間（11月）をはじめと ○情報の収集と提供

男女共同参画社会 した啓発活動 ・ｾﾝﾀｰ情報誌「With」の発行
づくりに向けた意識 新 男性や若年層の意識改革のた ○ウィズカレッジ
の改革 めの協働事業 ○ウィズフェスティバル2011

新 若年層の将来設計を支援する
講座等の開催

男 ○男女共同参画社会づくり表彰
女 ○年次報告書の作成
共
同
参 基本目標Ⅱ
画 ○県の審議会委員への女性の ○男女共同参画ゼミナール
社 あらゆる分野への 参画促進 ○地域リーダー・ステージ
会 男女共同参画の推進 ○男女共同参画審議会の運営 アップ事業
の
実
現 基本目標Ⅲ

○人権研修 ○男女共同参画相談
男女の人権が尊重 ○配偶者等からの暴力防止対策 ・一般相談
される社会の構築 ・暴力防止啓発、研修 ・特別相談（法律相談）

・被害者保護と自立支援 ・特別相談（こころの相談）
・医療現場における対応研究 ○配偶者等からの暴力防止対策
及び研修会の開催 ・配偶者暴力相談支援センター

機能の充実
・暴力防止啓発講座

基本目標Ⅳ
新 「ワーク・ライフ・バランス ○仕事と生活の調和の実現の

仕事と生活の調和（ワ 推進フォーラム」開催 ための広報・啓発等
ーク・ライフ・バランス）の実現

基本目標Ⅳ
○女性のチャレンジ支援サイト ○「地域リーダーステージ

男女が共に支える活 アップ講座」開催
力あふれる地域社会 ○キャリアアップ講座
づくり ○就業に関する情報の提供
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住民生活に光をそそぐ交付金事業

○ＤＶ対策関係

事 業 名 事 業 内 容

Ｄ ＤＶ被害者民間シェルター施設 ＤＶ被害者等の早期自立を支援するために、ＤＶ

Ｖ 等環境整備事業 被害者民間シェルターの環境整備に要する経費を補

被 助する。

害

者 ＤＶ被害者の子どもサポートモ ＤＶ被害者の子どもが、学ぶことに興味を持ち、

民 デル事業 将来にわたり、必要な基礎学力を得るための学習支

間 援に要する経費を補助する。

支

援 ＤＶ被害者ステップハウス設置 ＤＶ被害者が自立し社会生活が出来るまで長期的

団 モデル事業 な支援をするための住居（ステップハウス）の運営

体 に要する費用を補助する。

支

援 Ｄ支 ①ＤＶ被害者同行支援事 ＤＶ被害者に対する同行支援（アドボゲイト）や

活 Ｖ援 業 ＤＶ被害者が自立するための、専門支援員（心理カ

動 被事 ウンセラー、適職カウンセラー等）に要する人件費、

強 害業 ②ＤＶ被害者自立支援専 交通費、等に要する経費を補助する。

化 者 門員派遣事業

事

業 ＤＶ被害者ファシリテーター養 地域でＤＶ被害者の心のケアの出来る人材等を養

（

成事業 成するための、研修に要する経費を補助する。

補

助 ＤＶ被害者民間支援団体支援員 上記のＤＶ被害者民間支援団体支援活動強化事業

）

の増員 を実施するため、ＤＶ被害者民間支援団体の支援員

の雇用に要する経費を補助する。

Ｄ 県内ＤＶ相談員の資質の向上 県内でＤＶ相談等を受けている市町村等の相談員

Ｖ の、資質の向上を図るための出前講座を実施。

相

談

・ デートＤＶ予防啓発の実施 高校生等を対象にデートＤＶの起こる背景等を通

防 して、被害者にも加害者にもならないお互いを尊重

止 する関係づくりについて学ぶ講演会を開催。

体

制

等 男性相談体制の整備 男性からの相談に対応するため、男性専用相談の

充 開設に向けた研究や、男性の相談に対する対応の充

実 実を図るため研修を実施。

強

化 相談員の増員等 上記ＤＶ相談・防止体制等充実強化事業を実施す

事 るため、相談員等を雇用。

業
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ウィズセンター平成２３年度事業の概要

１ 基本方針

男女共同参画推進センター（ウィズセンター）は、男女の人権が尊重され、性別にかかわりなく、そ

の個性や能力を十分に発揮し、共に責任を担うべき男女共同参画社会を実現するため、男女共同参画社

会に関する理解を深め、実践していく総合拠点施設として、「岡山県男女共同参画の促進に関する条

例」及び「第３次おかやまウィズプラン」に基づき、情報の提供、相談事業、各種講座事業、チャレン

ジ支援事業等を行い、さまざまな主体と協働して男女共同参画を推進する。

また、ＤＶ防止法に基く「配偶者暴力相談支援センター」として、ＤＶ被害者の様々な相談に応じる

とともに、若い世代を対象としたデートＤＶの予防啓発等を行う。

２ 男女共同参画推進センター運営事業

情報の収集と提供、学習と啓発、交流、総合相談、キャリアアップ講座等の事業の遂行に当たり、

円滑な運営と事業の充実に資するとともに、県民の意見を十分反映させ、より多くの方々に愛され、

活用される施設とするために、学識経験者や利用者代表１５名からなる運営委員会を設置し、意見並

びに提案に基づき事業を実施する。

［運営委員会開催状況］

開催日時 会議名 会 場 内 容

５/２０ 第１回 男女共同参画 委嘱状交付

(金) 運営委員会 推進センター 委員の紹介

委員長及び副委員長の選出

ウィズセンタ－の概要・平成２３年度事業について

９/８ 第２回 男女共同参画 （予定）

(木) 運営委員会 推進センター 平成２３年度事業の実施状況について

購入図書について

３ 男女共同参画推進事業
（１）男女共同参画推進センターＰＲ事業

男女共同参画に関する取組の裾野を広げるとともに、男女共同参画推進センターの活動についてＰ

Ｒし、利用促進を図るため、当センターでのイベントや各種取組状況等を知らせる男女共同参画推進

センター情報誌「Ｗｉｔｈ」を発行する。

① 情報誌「Ｗｉｔｈ」の発行

年４回 季刊 発行部数 ６,０００部／回

② 県広報紙の活用

「晴れの国おかやま」等

③ ＲＳＫラジオ番組の活用

「県民のみなさんへ」年２回（６月、１０月）

④ メールマガジン「ウィズおかやまかわらばん」の配信

月１回発行
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⑤ 映画上映会「映画のつどい」の実施

月１回上映

※（ ）内は男性参加者で内数

参加者
映 画 名 開催月日 開催場所

(男性)

私の頭の中の消しゴム 4/28(木) 会議室 27(3)

白い船 5/26(木) 会議室 36(5)

おにぎり 6/23(木) 会議室 34(2)

みすゞ 7/5(火) 会議室 37(8)

典子は今 7/28(木) 会議室 ( )

ヒロシマに一番電車が走った 8/25(木) 会議室
夏服の少女たち

ウィニングパス 9/22(木) 会議室

ぼくのおばあちゃん 10/27(木) 会議室

おいしいコーヒーの真実 12/8(木) 会議室

ジョンＱ～最後の決断～ 1/26(木) 会議室

ＮＩＴＡＢＯＨ 2/23(木) 会議室

ブタがいた教室 3/15(木) 会議室

⑥ その他

パンフレット等を作成するとともにテレビ、ラジオ等の広報媒体を活用し、ＰＲに努める。

（２）情報コーナー事業
ア 目 的

男女共同参画社会の実現に向けた活動に必要な情報を収集し、提供する。

イ 機 能

・人材情報等男女共同参画に関する情報並びに資料の収集及び提供

・図書、ビデオ、ＤＶＤの貸出

・団体、グループ等の情報の交換及び提供

ウ 情報資料

・男女共同参画行政の施策及び制度等に関する資料

・男女共同参画に関係した各分野の書籍及び統計資料等

・団体、グループ等の把握と活動状況に関する資料

・男女共同参画に関する講師情報

〔情報資料の整備計画〕 （平成２４年３月末）

図 書 雑誌（定期購読） ビデオ 行政資料 新 聞

約７，０００冊 １８誌 約５２０本 約８，７００冊 ９ 紙

エ 展示コーナーの設置

情報コーナーに展示スペースを設置し、登録団体の活動等をＰＲする。

（３）総合相談事業
生き方や家族・夫婦の悩みなど、様々な問題の相談に当たるため、総合相談コーナーを設置し、

女性の相談員による一般相談と、弁護士、医師による特別相談を実施する。

また、ＤＶ防止法に基づく「配偶者暴力相談支援センター」として、ＤＶ被害者の相談に応じると

ともに各種情報の提供に務める。
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① 総合相談

相談日及び相談時間

○ 一 般 相 談 ： 火曜日～土曜日（祝日を除く） 9:30～17:00

○ 特別相談(法 律） ： 月２回（第２・第４金曜日） 13:00～16:00

○ 特別相談(こころ) ： 月２回（第１・第３金曜日) 13:30～16:30

[相談件数]

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度（６月末現在）
区 分

前年度比(%) 前年同月比(%)

一 般 相 談 ２，４８１件 ( 96.7) ６９１件 ( 105.0)

特別相談(弁護士） ５８件 ( 87.9) ２０件 ( 200.0)

特別相談(こころ） ７件 ( 58.3) １件 ( 33.3)

計 ２，５４６件 ( 96.3) ７１２件 ( 106.1)

うちＤＶ相談 ６５２件 ( 109.9) １７５件 ( 118.2)

② 女性の人権相談機関連絡会

関係する相談機関で構成し、情報交換、事例検討等を行い、女性の人権に対する相互理解と

相談員の資質の向上を図る。（３回開催予定）

（構成機関） 岡山県男女共同参画推進センター､女性人権センター(岡山弁護士会)､女性相談所､

岡山県警察本部､県内市町村女性センター、岡山大学男女共同参画室等

③ スーパービジョン

相談業務が複雑多様化している中で、対応を迷ったり判断に苦しむケースも多いことから、

専門家の中からスーパーバイザーを選任し、相談員のフォローを行う。また、県の機関として、

県内全体の相談資質の向上も視野に入れ、必要により他の相談機関にも参加を呼びかける。

［スーパービジョン］ ※（ ）内は男性参加者で内数

開 催 参加者テ ー マ 内 容 ・ 講 師 等月 日 （男性）

第１回 7/21 スーパーバイザー：市場 恵子 3
スーパービジョン （木） （社会心理学講師・広島大学ハラスメント相談室専門相談員） ( 0)

8/11 スーパーバイザー：加藤伊都子ケース検討会
（木） （フェミニストカウンセリング堺フエミニストカウンセラー）

（４）ウィズカレッジ事業
ア 目 的

男女共同参画社会の実現に向け、男女が社会の対等なパートナーとして仕事と生活を調和させ、

さまざまな活動に共に参画できるよう引き続き啓発、意識の改革を推進することが重要であること

から、男女共に参加しやすい講座、男性・若い世代に着目した講座、ワーク・ライフ・バランスの

実現に資する講座を開催する。

イ 会 場 岡山県男女共同参画推進センター会議室等

ウ 対 象 県内に在住又は勤務する者を原則とし、講座の目的・内容等に応じて対象を定める。

エ 募 集 原則一般公募（１講座あたり概ね３０人程度）

オ 内 容

① ウィズカレッジ企画講座 ※（ ）内は男性参加者で内数

開 催 参加者テ ー マ 内 容 ・ 講 師 等月 日 （男性）

【講演】
「オトコの介護を考える 4/23 津止 正敏 33
～老後を自立 して迎えるために～」 (土) （立命館大学産業社会学部 教授） (22)
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【講演】 赤川 学
「人口減少と地域づくり」 5/21 （東京大学文学部・大学院人文社会 35

(土) 系研究科 准教授） (20)

【講演】団体運営マスター講座①
（中堅・ベテラン対象） 5/14 藤井 智晴 14

「こころざし かなってますか？ (土) （NPOエリア・イノベーション代表） ( 2)
～活動の原点振り返り術～」

【講演】団体運営マスター講座② 藤井 智晴
（初心者対象） 5/28 （NPOエリア・イノベーション代表） 15

「熱い想いを言葉にしよう！ (金) 加藤せい子 ( 3)
～先輩の失敗事例に学ぶ～」 (NPO法人吉備野工房ちみち理事長)

【講演】団体運営マスター講座③ 藤井 智晴
「お金はどうする？ 6/4 （NPOエリア・イノベーション代表） 18

～活動資金確保術～」 (土) 石原 達也 ( 5)
(NPO法人岡山NPOセンター事務局長)

【講演】団体運営マスター講座④
「仲間をふやそう！ 6/11 藤井 智晴 22

～新会員獲得・広報術～」 (土) （NPOエリア・イノベーション代表） ( 6)

【講演】団体運営マスター講座⑤
（初心者対象） 6/18 藤井 智晴 21

「さあ 踏みだそう！ (土) （NPOエリア・イノベーション代表） ( 6)
～活動のはじめ方術～」

【講演】団体運営マスター講座⑥
「急がばまわれ！ 6/18 藤井 智晴 26

～先輩に聞いてみよう～」 (土) （NPOエリア・イノベーション代表） ( 7)

【講演】 上村 茂仁
「今の子どもたちの現状 9/15 （ウィメンズクリニックかみむら

～携帯・ネット・ＤＶ～」 （木） 院長）

【講演】（津山市） 吉岡 俊介

「男もつらいよ 10/30 （シニア産業カウンセラー、

～『男らしさ』のカラを脱いで自分 (日) 男性相談カウンセラー）

らしくしなやかに～」

【講演】（津山市）

「変わるお葬式 消えるお墓 2/4 小谷 みどり

～人口減少社会での葬送と人生の締 (土) （第一生命経済研究所 主任研究員）

めくくり～」

※男女共同参画ゼミナールと連携し、同事業中、公開講座を企画講座に位置付け、受講者を募集

② 出前講座・来所講座

「第３次おかやまウィズプラン」や「岡山県男女共同参画の促進に関する条例」を中心に男女

共同参画社会へ向けての意識啓発や県民の取組をサポートするため、県内各地に出向く「出前講

座」及び各地域からセンターに来所する者に「来所講座」を実施する。

［出前講座］ ※（ ）内は男性参加者で内数

参加者
テ ー マ 実施日 対 象 開催場所

（男性）

男女共同参画社会の実現をめ 5/13 高等学校・特別支援学校 県総合教育センタ 97

ざして (金） 高等部人権教育担当者 ー (76)

男女共同参画社会の実現をめ 5/20 たかはしＷｉｔｈフォー 高梁市文化交流館 29

ざして (金) ラム会員 (11)
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男女共同参画社会の実現をめ 6/17 ＮＴＴ労組中国総支部岡 三光荘 38

ざして (金) 山分会 (33)

男女共同参画社会の実現をめ 6/12 メンズリブフォーラム岡 岡山市中央公民館 11

ざして (日) 山会員 ( 5)

男女共同参画社会の実現をめ 7/6,7 主幹級県職員 自治研修所 166

ざして (水､木) (139)

男女共同参画社会の実現をめ 7/7 県立玉島高校教職員 県立玉島高校

ざして（デートＤＶ） (木) ( )

［来所講座］ ※（ ）内は男性参加者で内数

参加者
テ ー マ 実施日 対 象 開催場所

（男性）

男女共同参画の推進について 5/28 中国学園大学学生 会議室 15

(土) ( 4)

（５）ストップ･ＤＶ事業
ア 目 的

男女間のあらゆる暴力を許さない社会環境づくりに向けて、人権を侵害する大きな社会問題である

ＤＶについて、広く県民にこの問題を周知するための講座を開催する。また、関係機関の連携を図り、

高校・大学等でデートＤＶ防止のための啓発講座を開催する。

※（ ）内は男性参加者で内数

開 催 参加者
テ ー マ 内 容 ・ 講 師 等

月 日 （男性）

【講演】 6/7 貝原 己代子 905

「デートＤＶ～大丈夫？ 彼氏と彼女 (火) （ＮＰＯ法人さんかくナビ理事長） (558)

の関係は…～」 会場：県立玉野光南高校

【講演】 6/14 市場 恵子 276

「これってデートＤＶ？～学んで気づ (火) （社会心理学講師、カウンセラー） (131)

こう！気づいて防ごう！～」 会場：県立岡山操山高校

【講演】 6/21 市場 恵子 898

「これってデートＤＶ？～学んで気づ (火) （社会心理学講師、カウンセラー） (863)

こう！気づいて防ごう！～」 会場：県立水島工業高校

【講演】 6/29 市場 恵子 361

「デートＤＶってなに？ (水) （社会心理学講師、カウンセラー） (172)

～ステキな恋愛のルール～」 会場：県立烏城高校

【講演】 7/14 市場 恵子 152

「これってデートＤＶ？～学んで気づ (木) （社会心理学講師、カウンセラー） ( 99)

こう！気づいて防ごう！」 会場：県立岡山瀬戸高等支援学校
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【講演】 8/5 貝原 己代子

「ＤＶ・デートＤＶってなぁに！？ (金) （ＮＰＯ法人さんかくナビ理事長）

～彼氏と彼女、ふたりのいい関係～」 会場：ベルフォーレ津山

参加者：美作大学・美作大学短期大学

部学生

【講演】 8/9 川崎 政宏 （弁護士）

「女性と子どもへの支援について (火) 共催：岡山県福祉相談センター

～ＤＶ・子ども虐待の相談事例を通

して～」

（６）男女共同参画ゼミナール事業
ア 目 的

男女共同参画を推進するためには、審議会、委員会などで活躍する人材や地域リーダーの存在が

不可欠である。男女共同参画の視点を持った人材等地域リーダーを養成するとともに、男女共同参

画に関する地域間格差の是正を図るため、地域リーダーのネットワークづくりを推進する。

イ 対 象 男女共同参画に意欲のある者

ウ 募集人数 ４０人

エ 会 場 岡山県男女共同参画推進センター

オ ゼミナール修了者

・全研修期間の概ね２／３以上出席した者を修了者として認定し、修了証を交付する。

・修了者名簿を県内市町村男女共同参画担当課へ送付し、地域における意識啓発活動、講習会・

研修会の助言者等への積極的な登用を働きかける。

カ 内 容

家庭や地域、社会における男女共同参画について講義や演習を行う。

※（ ）内は男性参加者で内数

参加者開催月日 時間 講 義 内 容 及 び 講 師
（男性）

10:00 ・開講式
第１回

10:05 ・講話 「男女が共に輝くおかやまづくり 39
６月３０日 ～10:45 ～第３次おかやまウィズプラン～」 (15)

講師：岡山県男女共同参画青少年課長 岡野 千鶴
（木）

11:00～ ・オリエンテーション 39
[公開講座] 12:00 講座説明等（自己紹介） (15)

13:30 ・講義 「あなたらしい働き方を探してみませんか？」 62
～ (18)
15:30 講師：(有)モーハウス 代表取締役 光畑 由佳

第２回 10:00 ・講義 「離婚裁判とＤＶ対策の実際」 64
～ (21)

７月８日 12:00 講師：岡山弁護士会 会長 的場 真介

（金) 13:30 ・講義 「防災・減災・復興に女性の力を」 58
～ (18)

[公開講座] 15:30 講師：（特活）NPO政策研究所 専務理事 相川 康子
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第３回 10:00 ・講義 「若者と仕事」 65
～ (19)

７月２２日 12:00 講師：香川大学教育学部 教授 加野 芳正

（金） 13:30 ・講義 「少子高齢化と男女共同参画 55
～ ～地域はどうなる・家庭はどうなる～」 (18)

[公開講座] 15:30 講師：早稲田大学社会科学総合学術院 教授 岡澤 憲芙

第４回 10:00 ・講義 「人間らしい働き方」
～

８月４日 12:00 講師：九州大学大学院経済学研究院 准教授 遠藤雄二

（金） 13:30 ・講義 「女性差別撤廃条約と日本の男女共同参画」
～

[公開講座] 15:30 講師：文京学院大学 名誉教授 山下 泰子

第５回 10:00 ・講義 「男もつらいよ！からだと心のＳＯＳ」
～ 講師：大阪大学大学院医学系研究科

８月１１日 12:00 准教授 石藏 文信

（木） 13:30 ・講義 「気持ちをあたためあえる 心地よい関係のために」
～

[公開講座] 15:30 講師：フェミニストカウンセリング堺 加藤 伊都子

10:00 ・講義 「職場の男女共同参画
第６回 ～ ～第３次基本計画に基づく雇用分野での国の取組～」

12:00 講師：岡山労働局雇用均等室長 室長 四方 智美
８月１９日

13:30 ・講義 「つながる、乗り越える。
（金） ～ ～公共政策の視点から考える男女共同参画～」

15:30 講師：NPO法人参画プラネット 代表理事 渋谷 典子
[公開講座]

15:40～ ・閉講式

（７）地域リーダー養成講座
ア 目 的

男女共同参画の視点をもって、地域における諸課題を解決する実践的活動を推進できる人材を養成

する。

イ 対 象

「男女共同参画ゼミナール」修了者のうちの希望者等

ウ 開催回数 ４回

エ 内 容

グループ運営、自己表現・企画力向上、効果的な広報、地域社会と男女共同参画 等

開催月日 時間 講 義 内 容 及 び 講 師

第１回 13:00 ・講義 「組織や集団の中で人間関係を深める立ち居振る舞い」

９月２９日 ～

(水) 15:00 講師：フリーアナウンサー 森田 恵子

第２回 13:00 ・講義 「まちづくりに活かす「現代版 リーダーシップ１（組織

９月１５日 ～ づくり）」」

(木) 15:00 講師：キャリアコンサルタント、産業カウンセラー

筒井 徹也
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第３回 13:00 ・講義 「リーダーに求められるコミュニケーション（傾聴力）

９月３０日 ～

（金） 15:00 講師：フリーアナウンサー 森田 恵子

第４回 13:00 ・講義 「まちづくりに活かす「現代版 リーダーシップ２（組織

１０月６日 ～ 運営）」

（木) 15:00 講師：キャリアコンサルタント、産業カウンセラー

筒井 徹也

（８）ウィズフェスティバル２０１１事業
ア 目 的

男女共同参画社会の実現に向けて、県民の積極的な参加と団体の自主的な活動及び交流を促進する

ため、フェスティバルを開催する。

イ 会 場 岡山県男女共同参画推進センターほか

ウ 参加対象 県民 (延べ参加人数 １，０００人程度)

エ 開催時期 １１月１１日（金）、１２日（土）（男女共同参画推進月間中）

オ 実施方法 登録団体等からなる実行委員会を組織し事業を委託する。

カ 内 容

① 講演会

男女共同参画に造詣が深い講師による講演を行い、男女共同参画に向けた気運の醸成を図る。

② センター登録団体によるワークショップ、講演会、活動発表等

③ 交流会（活動紹介等）

④ 活動パネル展

４ チャレンジ支援事業
（１） キャリアアップ講座事業

ア 目 的

再就職を希望する女性を対象に、エクセル検定３級程度の技術や就業に関する知識等を習得する

講座を実施する。

イ 受講対象

結婚･出産･育児･介護等でいったん仕事を中断し再就職を希望する女性で、全期間出席できる者

ウ 募集人員 各２８人

エ 開催回数 年間４回

（１回につき２２日間 １０：００～１６：００）

実 施 期 間 開催地 受 付 期 間 申込者数 受講者数 修了者数

5.31(火)～ 7. 6(水) 岡山市 4.28～ 5.11 ２２ １６ １３

6.15(水)～ 7.21(木) 津山市 5.13～ 5.26 ３７ ２８ ２４

9.14(水)～10.21(金) 津山市 8.12～ 8.25

1.17(火)～ 2.22(水) 倉敷市 12. 2～12.15

(岡山１回、倉敷１回、津山２回)

オ 内 容

ス キ ル 編：パソコン（Excel）検定３級程度の技術

アビリティ編：『働く前に知っておきたいワークライフセミナー』

～就職活動の仕方や再就職に際しての予備知識～

「ハローワークの利用の仕方」「ビジネスマナー」

「社会保険・税金・労働契約」「応募書類の書き方」「面接対策」等



１　数値目標達成状況

　(1) 目標達成ができたもの（８項目）

　(2) 目標達成ができなかったもの（２０項目）

計画策定時 H21(実績) H22(実績) 目標値(H22年度末)

42,191人 21,776人 24,271人 毎年度4万人以上

13.1% 21.9% 36.2% 25%

61人
267人

（H16～21）
305人

（H16～22）
360人

（H22累計）

32.4% 81.5% 92.6% 100%

97.6% 93.6% 96.8% 98%

計画策定時 H21(実績) H22(実績) 目標値(H22年度末)

33.9% 37.4% 37.2% 40%

158人
（H14～16）

363人
（H14～21）

395人
（H14～22）

500人
（H22累計）

280人 423人 466人 350人

255人
（H 9～16）

422人
（H 9～21）

450人
（H 9～22）

435人
（H22累計）

69人 85人 85人 100人

計画策定時 H21(実績) H22(実績) 目標値(H22年度末)

1,069人
（H13～17）

3,975人
（H13～21）

5,676人
（H13～22）

4,000人
（H22累計）

0市町村 2市町村 4市町村 5市町村

（小学校） 91.3% 88.4% 96.0% 全校実施
（中学校） 89.7% 81.8% 89.1% 全校実施
（高　校） 78.6% 76.6% 91.2% 全校実施

21.4% 21.2% 21.9% 30%

18.9% 21.5% 24.4% 30%

計画策定時 H21(実績) H22(実績) 目標値(H22年度末)

84.1% 85.3%
85.3％

(H21.12)
90%

0.2% 0.7%
0.7％

（H21.12)
2.5%

66カ所 95カ所 95カ所 120カ所

247カ所 296カ所 300カ所 310カ所

10件 58件 68件 160件

844施設 1,524施設 1,621施設 1,800施設

112件
（H7～16）

158件
（H7～21）

163件
（H7～22）

172件
（H22累計）

70.9% 29.5% 37.9% 100%

234戸 380戸 408戸 380戸

5.2% 8.4% 8.4% 10%

0.6% 0.6% 0.7% 5%

97.0% 96.9% 100.0% 100%

1,512団体 2,089団体 2,210団体 2,200団体

246法人 537法人 582法人 580法人

子育て支援拠点（つどいの広場+地域子育て支援セ
ンター+ももっこ広場）

バリアフリー法認定建築物数

公共的施設のバリアフリー化

ノーマライゼーション推進型地域統合ケアの取組件数

延長保育を実施する保育所数

男性の育児休業取得率

NPO法人の認証数

ボランティア・NPOの団体数

商工会等の女性会等の設置率

農業委員の女性比率

認定農業者の女性比率

女性のがん（乳がん）検診の受診率

農家における家族経営協定締結戸数

ウィズセンターが行うキャリアアップ講座受講者の就職率

学校において、児童、生徒の発達段階に
応じた性教育の実施

ＤＶ防止基本計画策定市町村数

配偶者等からの暴力防止啓発講座等受講者数

女性の育児休業取得率

基本目標Ⅳ関係　数値目標

女性のがん（子宮がん）検診の受診率

基本目標Ⅲ関係　数値目標

岡山県地球温暖化防止活動推進員数

ふるさとづくりももたろう塾受講者数

女性消防団員数

男女共同参画推進リーダー養成研修会修了者数

県の審議会等委員の女性比率

基本目標Ⅱ関係　数値目標

高校新卒者の就職内定率

市町村の男女共同参画計画の策定率

ユニバーサルデザインまちづくり技術研修参加人数

新おかやまウィズプランの数値目標進捗状況（速報値）

ウィズセンターが行う意識啓発講座の男性比率

ウィズセンターの総利用者数

基本目標Ⅰ関係　数値目標
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平成２３年度女性のチャレンジ賞特別部門賞

（内閣府特命担当大臣表彰）の受賞について

内閣府が実施する標記表彰について、本年度、本県から「特定非営利活動法人

吉備野工房ちみち」が受賞されました。

記

１ 受賞の概要

（１）受賞者 特定非営利活動法人吉備野工房ちみち

理事長 加藤 せい子

所在地 総社市三須７９６

（２）功績等 地域の歴史文化・魅力を再発見・ＰＲする事業を、女性の視点を

生かしながら実施

多くの遺跡が残る歴史文化の豊かな総社市で、古墳、お寺、グ

ルメなどの地域資源を題材に、歩きながら地域の人が講師となっ

て体験プログラムを行う「みちくさ小道」事業を実施。プログラ

ム名やパンフレットデザイン等で、女性ならではの視点を生かし、

見慣れた風景も新鮮に映るような工夫をこらすとともに、子ども

にとっても住みやすいまちづくりを目指している。活動を通じて、

地元の人も地域の魅力を再発見し行動を始めるとともに、地域の

特産品づくりやサービスに携わっている人の活動の連携を進める

ことで、総社市全体の活性化、元気づくりにつながっている。

２ 表彰式 平成２３年６月２７日

＜参考＞女性のチャレンジ賞

起業や地域活動等、チャレンジすることで輝いている女性個人・団体、また、

その取組を支援する団体等を、内閣府特命担当大臣（男女共同参画）が毎年顕彰

しています。そのうち特別部門では、環境、地域の魅力発信等、毎年違うテーマ

が決められており、本年度は「地域を変える女性の力」に焦点が当てられました。




